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1949年に設置された図書館は、 1950年に独立した建物となり、 1965年に学生ホールと合同の施設として現在の場所に建設されました。 その後、 1995年に建

設された現在の北棟と渡り廊下でつながれ、 現在にいたります。 また、 1949年に設置されて以降 「図書館」 と称していましたが、 1987年に医学部分館が 「医学

情報センター」 に、 1999年に金沢八景キャンパスの図書館が 「学術情報センター」 に改称しました。 1989年に撮影された写真では 「図書館」 の文字が確認できます。

図書館 （1989年撮影）
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横
浜
市
立
大
学
校
歌
制
定

参
考
文
献

・
横
浜
市
立
大
学
60
年
史
編
集
委
員
会
編

『
横
浜
市
立
大
学
六
十
年
史
』
横
浜
市

立
大
学
創
立
60
周
年
記
念
事
業
実
行
委

員
会
、
1
9
9
1

年

・
藤
田
剛
志
、 

江
藤
武
人
編
『
横
浜
市
立

大
学
商
学
部
創
基
百
年
史
』
財
界
評
論

新
社
、
1
9
8
2
年

・「〝
白
と
黒
〟
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
：
横
浜
市

大
の
校
歌
発
表
会
」
神
奈
川
新
聞
（
本

紙
横
浜
・
川
崎
2
面
）、 

1
9
5
5
年
6

月
19
日

【
注
】

・
画
像
は
、
国
立
国
会
図
書
館
「
近
代
日

本
人
の
肖
像
」(https://w

w
w

.ndl.
go.jp/portrait/)

収
録
の
も
の
を
加
工

し
て
掲
載
し
ま
し
た
。

・「
西
条
」
及
び
「
菊
池
」
の
漢
字
表
記
に

は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、『
日
本
人
名
大
辞

典
』
に
寄
せ
ま
し
た
。

横
浜
市
立
大
学
の
校
歌
は

1
9
5
5
年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

…
お
気
づ
き
で
す
か
？　

新
制
横

浜
市
立
大
学
が
設
立
さ
れ
た
の
は

1
9
4
9
年
の
こ
と
。
実
は
開
校

後
、
し
ば
ら
く
は
校
歌
が
な
か
っ
た

の
で
す
。

　

校
歌
が
ほ
し
い
…
！

よ
う
や
く
校
歌
を
作
る
動
き
が

出
始
め
た
の
は
1
9
5
2
年
。
応

援
団
と
新
聞
部
が
歌
詞
を
募
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
応
募
は
た
っ
た

の
２
点
。
そ
こ
で
、
1
9
5
3
年

12
月
15
日
の
「
横
浜
市
大
新
聞
」

で
再
度
大
々
的
に
募
集
を
か
け
ま
す

（
左
上
紙
面
イ
メ
ー
ジ
）。
そ
れ
で

も
、
締
切
ま
で
に
集
ま
っ
た
の
は
3

点
の
み
で
し
た
。
締
切
を
4
月
ま

で
延
期
し
て
よ
う
や
く
9
点
集
ま

り
ま
し
た
が
、
校
歌
と
し
て
採
用
で

き
る
レ
ベ
ル
の
も
の
は
な
く
、
学
長

賞
・
学
部
長
賞
と
も
選
出
さ
れ
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

プ
ロ
の
力
を
お
借
り
し
て

や
む
を
得
ず
、
応
募
作
品
を
素

材
と
し
て
プ
ロ
の
作
詞
家
に
歌
詞
を

書
い
て
も
ら
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

作
詞
は
、「
蘇
州
夜
曲
」
や
「
青

い
山
脈
」
で
知
ら
れ
る
西
条
八
十

（
さ
い
じ
ょ
う
や
そ
）
に
依
頼
。
当

時
の
菊
池
豊
三
郎
学
長
が
中
学
時

代
か
ら
の
親
し
い
関
係
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
声
を
か
け
ま
し
た
。

作
曲
に
は
、
歌
謡
曲
の
み
な
ら

ず
校
歌
や
社
歌
で
も
西
条
八
十
と

共
作
が
多
い
古
関
裕
而

（
こ
せ
き
ゆ
う
じ
）
を
選
出
。

古
関
裕
而
は
「
六
甲
お
ろ

し
」
や
「
栄
冠
は
君
に
輝

く
」
で
知
ら
れ
、
N
H
K

朝
ド
ラ
の
モ
デ
ル
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

　

校
歌
の
お
披
露
目

こ
う
し
て
で
き
あ
が
っ
た

校
歌
は
、
1
9
5
5
年
6

月
18
日
に
県
立
音
楽
堂
で

開
催
さ
れ
た
校
歌
発
表
音

楽
会
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

翌
日
の
新
聞
に
は
、
横
浜

市
立
大
学
男
声
合
唱
団
が

合
唱
し
、
会
場
が
大
き
な

拍
手
に
包
ま
れ
た
様
子
が

写
真
付
き
で
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。

Contents

3	横浜市立大学校歌制定

4	今はなき市大の施設 1 　 
	 ～白鷗寮・小柴寮～

5	歴史に名を遺す市大教員 3 　 
　関口泰先生

6	図書館から学術情報センターへ

8	医学部の民主化： 
無給医をめぐる闘い

1985年　図書館・学生ホール　　こちらの素材はデジタルアーカイブでご覧いただけます

横
浜
市
立
大
学
校
歌

鴎
の
翼
に
朝
日
は
耀
よ
い

沖
ゆ
く
黒
潮
と
こ
し
え
新
し

世
界
の
海
港
に
意
気
も
高
ら
か

あ
つ
ま
る
若
人
　
わ
れ
ら
　
わ
れ
ら

あ
あ
　
浜
大
の
俊
英
　
わ
れ
ら

若
き
日
み
じ
か
し
真
理
は
遙
け
し

究
む
る
情
熱
　
鉄
火
も
つ
ら
ぬ
く

潮
風
か
お
る
園
に
　
友
と
仰
ぐ
は

理
想
の
青
雲
　
わ
れ
ら
　
わ
れ
ら

あ
あ
　
浜
大
の
俊
英
　
わ
れ
ら

民
主
と
自
由
の
紅
さ
す
曙

み
ど
り
明
け
ゆ
く
歴
史
の
半
島

栄
ゆ
る
祖
国
を
息
吹
も
新

築
か
ん
若
人
　
わ
れ
ら
　
わ
れ
ら

あ
あ
　
浜
大
の
俊
英
　
わ
れ
ら

大
学
と
し
て
発
足
し
て
５
年

に
な
ら
ん
と
し
て
い
る
の
に
校

歌
並
び
に
学
生
歌
︑
応
援
歌
が

な
い
こ
と
を
痛
感
し
︑
こ
こ
に

十
二
月
七
日
自
治
会
︑
応
援
団
︑

文
化
部
︑
運
動
部
か
ら
各
二
名
︑

医
学
部
か
ら
各
一
名
を
も
っ
て

校
歌
作
成
委
員
会
を
結
成
し
た
︒

○
募
集
要
領

期
間 

十
二
月
十
五
日
ー

 

一
月
三
十
一
日

形
式 

自
由
で
学
内
募
集

賞
品 

学
長
賞
五
千
円  

一
名

 

学
部
長
賞
三
千
円  

三
名

明
る
く
楽
し
い
歌
を

西条八十古関裕而

Vol.5

　横浜市立大学校歌は、 
こちらからお聞きいただけます
https://www.yokohama-cu.ac.jp/
univ/outline/song/index.html

HOME＞
YCU について＞
大学紹介＞
校歌・校章

リンク先のページから
「横浜市立大学周年史デジタルアーカイブ」
を選択してください。

雪の金沢八景キャンパス（2022年撮影）

雪の福浦キャンパス（2018年撮影）

雪の金沢八景キャンパス（1984年撮影）
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学
長
に
就
任
す
る
ま
で

1
8
8
9
年
、
静
岡
市
深
草

に
生
ま
れ
た
関
口
先
生
は
、
東

京
帝
国
大
学
法
科
大
学
を
卒
業

後
、
台
湾
総
督
府
で
の
勤
務
を
経

て
、
1
9
1
9
年
に
大
阪
朝
日
新

聞
社
に
入
社
し
ま
す
。
朝
日
新
聞

社
で
は
主
に
論
説
委
員
と
し
て
、
教

育
、
議
会
、
憲
法
諸
問
題
に
つ
い

て
論
評
し
ま
し
た
。
ま
た
、
戦
後

は
文
部
省
社
会
教
育
局
長
や
大
学

設
置
委
員
会
委
員
ほ
か
、
多
数
の

委
員
や
顧
問
を
務
め
、
1
9
5
0

年
４
月
に
前
年
の
新
制
大
学
発
足

か
ら
し
ば
ら
く
空
席
と
な
っ
て
い
た

横
浜
市
立
大
学
学
長
に
就
任
し
ま

し
た
。

関
口
先
生
が
本
学
の
学
長
に
就

任
し
た
経
緯
は
は
っ
き
り
し
て
い
な

い
部
分
が
あ
り
ま
す
が
、
関
口
先
生

の
経
歴
や
思
想
か
ら
、
本
学
を
横

浜
の
学
術
の
中
心
と
し
、
国
際
的

な
視
野
の
広
い
教
養
を
も
っ
た
青

年
を
育
む
こ
と
を
関
口
先
生
自
身

が
強
く
希
望
し
、
ま
た
、
周
囲
か
ら

も
期
待
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
本
学
の

六
十
年
史
に
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

  

総
合
大
学
へ

学
長
に
就
任
し
た
関
口
先
生
の

課
題
は
、
本
学
を
総
合
的
な
大
学

に
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
し
た
。
当

時
、
本
学
は
商
学
部
と
医
学
部

（
医
学
部
進
学
課
程
）
と
い
う
あ
ま

り
関
連
性
の
な
い
２
つ
の
学
部
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
つ

な
ぐ
第
３
の
学
部
を
設
置
す
る
こ
と

で
、
よ
り
総
合
的
な
大
学
を
目
指

す
こ
と
と
し
ま
し
た
。
横
浜
市
の
財

政
状
況
も
踏
ま
え
た
結
果
、
商
学

部
と
医
学
部
進
学
課
程
の
一
般
教

養
課
程
を
基
礎
と
し
て
さ
ら
に
発

展
さ
せ
る
形
で
新
た
に
文
理
学
部

を
設
置
す
る
こ
と
が
考
案
さ
れ
た
の

で
す
。
1
9
5
2
年
２
月
に
は
文

理
学
部
の
設
置
が
認
可
さ
れ
、
学

長
就
任
か
ら
２
年
あ
ま
り
で
こ
の
課

題
は
達
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

  

辞
表
提
出
か
ら
晩
年

文
理
学
部
の
新
設
か
ら
間
も
な

い
1
9
5
2
年
４
月
14
日
、
関
口

先
生
は
横
浜
市
長
あ
て
に
辞
表
を

提
出
し
ま
す
。
翌
15
日
付
の
神
奈

川
新
聞
に
よ
れ
ば
、
関
口
先
生
は

辞
任
の
理
由
と
し
て
「
大
学
に
い
る

よ
り
も
評
論
家
で
い
た
方
が
よ
さ

そ
う
だ
。
別
に
学
内
事
情
に
よ
っ

て
や
め
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
語
っ

た
そ
う
で
す
が
、
そ
の
よ
う
に
語
る

一
方
で
、
教
員
間
の
勢
力
争
い
が
起

き
た
り
、
文
理
学
部
の
設
置
お
よ

び
あ
る
教
員
の
採
用
等
で
学
内
の

反
発
に
あ
っ
た
り
と
、
在
任
中
は
心

労
の
多
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
ま
し

た
。学

長
辞
任
以
降
は
徐
々
に
健
康

の
下
降
期
を
む
か
え
、
1
9
5
6

年
４
月
14
日
、
北
鎌
倉
の
自
宅
で

急
逝
し
ま
し
た
。

1
9
5
0
年
～
６
０
年
代
ご
ろ
、

横
浜
市
大
の
学
生
の
7
割
近
く
が

神
奈
川
・
東
京
以
外
の
他
府
県
出

身
者
で
、
そ
の
大
部
分
が
民
間
の

下
宿
か
ら
通
学
を
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
学
生
の
経
済
状
況
は
厳

し
く
、
学
費
の
ほ
と
ん
ど
を
ア
ル
バ

イ
ト
に
頼
っ
て
い
る
学
生
も
多
か
っ

た
そ
う
で
す
。

新
制
大
学
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た

ば
か
り
の
本
学
は
大
学
教
育
に
ふ

さ
わ
し
い
施
設
を
全
て
設
置
す
る
だ

け
の
余
裕
も
な
く
、
大
学
が
設
置

す
る
寮
（
学
寮
）
は
25
名
収
容
可

能
な
「
白
鷗
寮
」（
金
沢
区
竹
崎

町
）
の
み
で
、
下
宿
生
全
員
が
入

寮
で
き
る
ほ
ど
の
寮
を
設
置
す
る
こ

と
も
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
同
じ
下

宿
先
に
入
居
し
て
い
る
学
生
が
自

主
的
に
家
主
と
交
渉
し
、
本
学
の

学
生
だ
け
が
入
居
で
き
る
下
宿
先

（
自
治
寮
）
と
し
て
、
男
子
寮
の

「
小
柴
寮
」（
金
沢
区
柴
町
）
の
ほ

か
、「
江
風
寮
」（
男
子
寮
・
金
沢

区
町
屋
町
）、「
萠
生
寮
」（
女
子

寮
）
が
で
き
ま
し
た
。

　
学
生
の
自
発
的
な
活
動
で
設
置

さ
れ
た
自
治
寮
で
し
た
が
、
や
は

り
規
模
は
小
さ
く
全
学
生
の
生
活

状
況
の
改
善
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
1
9
6
4
年
に
江
風
寮
で
集

団
食
中
毒
が
発
生
し
た
こ
と
に
端

を
発
し
て
、
学
生
の
間
で
大
学
に
よ

る
新
寮
建
設
運
動
が
全
学
的
な
も

の
と
な
り
ま
し
た
。

大
学
正
規
の
学
寮
が
設
置
さ
れ

る
ま
で
の
暫
定
措
置
と
し
て
、
４

寮
の
光
熱
費
な
ど
の
経
費
の
一
部

を
大
学
か
ら
補
助
す
る
代
わ
り
に
、

学
生
は
３
つ
の
自
治
寮
に
も
「
白

鷗
寮
」
が
定
め
た
寮
則
・
慣
行
を

適
用
し
、
学
寮
化
を
進
め
る
な
ど

の
対
応
を
進
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、

1
9
6
9
年
頃
に
横
浜
市
の
市
道

拡
幅
計
画
の
影
響
で
自
治
寮
の
契

約
更
新
に
陰
り
が
生
じ
た
こ
と
で
、

大
学
の
新
寮
建
設
の
動
き
は
加
速

化
し
て
い
き
ま
す
。

1
9
7
1
年
1
月
14
日
、
大
学

と
学
生
と
の
間
で
規
模
・
用
地
・

管
理
運
営
に
つ
い
て
合
意
さ
れ
、
同

年
5
月
の
臨
時
市
会
で
建
設
費
約

7
，3
0
0
万
円
が
可
決
さ
れ
た
こ

と
で
、
新
た
な
学
寮
の
建
設
が
決

定
し
ま
し
た
。

翌
1
9
7
2
年
3
月
31
日
。

新
寮
（
夕
照
寮
：
現
在
の
金
沢
区

六
浦
東
、
2
0
1
8
年
廃
寮
）
の

完
成
と
と
も
に
、
白
鷗
寮
・
小
柴

寮
等
の
男
子
寮
は
廃
寮
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
の
で
す
。

参
考
文
献

・
横
浜
市
立
大
学
60
年
史
編
集
委
員
会
編

『
横
浜
市
立
大
学
六
十
年
史
』
横
浜
市

立
大
学
創
立
60
周
年
記
念
事
業
実
行
委

員
会
、
1
9
9
1

年

・
藤
田
剛
志
、
江
藤
武
人
編
『
横
浜
市
立

大
学
商
学
部
創
基
百
年
史
』
財
界
評
論

新
社
、
1
9
8
2
年

・
横
浜
市
大
新
聞
縮
刷
版
慣
行
委
委

員
会
『
横
浜
市
大
新
聞
縮
刷
版＜

1
9
6
6
～
1
9
7
1＞

』
平
和
文
化
、

2
0
1
9
年

・「
金
沢
で
二
む
ね
全
燃
」
神
奈
川
新
聞（
本

紙
横
浜
・
10
面
）、 

1
9
6
6
年
11
月
29

日
・
横
浜
市
立
大
学
「
夕
照
寮
・
萌
生

寮
の
思
い
出
エ
ピ
ソ
ー
ド
募
集
！
」

横
浜
市
立
大
学
W
e
b
サ
イ
ト
↓ 

h
ttp

s://w
w

w
.yokoh

am
a-cu

.
ac.jp/new

s/2017/pr/dorm
itory.

htm
l

（
2
0
2
4
年
5
月
10
日
）

参
考
文
献

・「
市
大
学
長
関
口
氏
、
辞
表
を
提
出
〝
評

論
家
と
し
て
自
由
に
〟」
神
奈
川
新
聞
、

1
9
5
2
年
4
月
15
日

・
関
口
泰
『
関
口
泰
文
集
』
関
口
泰
文
集

刊
行
会
、
1
9
5
8
年

・
関
口
泰
著;

関
口
隆
克
編
『
空
の
な
ご
り
』

刀
江
書
院
、
1
9
6
0
年

・
関
口
隆
克
「
赤
坂
静
也
さ
ん
と
教
育
調

査
」『
横
浜
市
立
大
学
論
叢
．
社
会
科

学
系
列
』
23
（
3
～
4
）
1
9
7
～

2
0
4
、1
9
7
2
年
9
月

・
横
浜
市
立
大
学
60
年
史
編
集
委
員
会
編

『
横
浜
市
立
大
学
六
十
年
史
』
横
浜
市

立
大
学
創
立
60
周
年
記
念
事
業
実
行
委

員
会
、
1
9
9
1

年

今
は
な
き
市
大
の
施
設
1

  
～
白
鷗
寮
・
小
柴
寮
～ 

歴
史
に
名
を
遺
す
市
大
教
員
3

　
関せ

き
ぐ
ち
た
い

口
泰
先
生 

本
学
の
長
い
歴
史
の
過
程
で
、
す
で
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ

た
施
設
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
今
回
は
昭
和
の
激
動
の
時

代
、
本
学
の
男
子
学
生
が
長
い
時
間
を
過
ご
し
た
で
あ
ろ
う

学
生
寮
の
中
か
ら
「
白
鷗
寮
」「
小
柴
寮
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を

当
て
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

学
内
外
に
広
く
名
を
知
ら
れ
る
先
生
方
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ

ト
を
当
て
る
〝
歴
史
に
名
を
遺
す
市
大
教
員
”
シ
リ
ー
ズ
。

今
回
は
、
初
代
学
長
の
関せ
き
ぐ
ち
た
い

口
泰
先
生
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

1
9
6
6
年
11
月
28
日
午
前
11
時

過
ぎ
、金
沢
区
柴
町
の
海
苔
乾
燥
場

か
ら
出
火
し
、約
80
㎡
を
焼
く
火
事
が

お
き
ま
し
た
。

男
子
自
治
寮「
小
柴
寮
」の
寮
生
た

ち
は
当
時
い
ち
早
く
現
場
に
参
集
し
、

消
防
活
動
に
協
力
し
ま
し
た
。
翌
年

１
月
に
は
、横
浜
市
金
沢
消
防
署
か
ら

感
謝
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

「
小
柴
寮
」は
1
9
5
3
年
頃
に
当

時
の
学
生
が
海
苔
農
家
の
方
と
交
渉

し
て
、持
家
を
借
り
た
自
治
寮
で
し
た
。

寮
歌
な
ど
も
あ
り
、寮
生
同
士
の
結
束

も
強
か
っ

た
こ
と
が

う
か
が
え

ま
す
。

1972年に完成した新男子寮 ( 夕照寮、2017年11月 )
（横浜市立大学 Web サイトより）

↑金沢消防署から送られた感謝状

1
9
7
0
年
頃
の
白
鷗
寮
（
横
浜
市
大
新
聞
よ
り
）

『空のなごり』口絵より

泰は、戦争中から東亜の諸民族を日本人が
指導する役割を自覚し、道義に裏打ちされた
経済計画をたてて共同の繁栄の建設に当るべ
きだと考えていたが、終戦によって武力侵略と
軍事優先の思想の消滅したのをかえって好機と
し、その事業の根拠地として大学を横浜に創設
することを唱導し、少くも文・理学、経済・貿易、
医学、農業・園芸の四学部をそなえる計画を
たて太平洋大学と称していたが、具体化するに
及んで事務局長として赤坂さん*を推し、（後略）

（関口隆克「赤坂静也さんと教育調査」より）
* 赤坂さん…赤坂静也氏。1950年8月に横浜市

立大学事務局長、その後1951年4月から商学
部教授、のち文理学部教授。

従弟の関口隆克氏によれば……
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現
在
の
図
書
館
の
姿
に

1
9
8
3
年
に
は
、
市
大
キ
ャ

ン
パ
ス
整
備
基
本
構
想
が
取
り

ま
と
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
中
で
図

書
館
は
、
収
蔵
ス
ペ
ー
ス
の
不
足

に
よ
り
拡
張
が
必
要
と
の
指
摘
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
、

1
9
9
5
年
に
新
し
い
図
書
館
が

建
て
ら
れ
…
た
の
で
す
が
、
こ
の
時

新
築
さ
れ
た
の
は
、
今
の
北
棟
（
今

の
学
情
（
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
）
の

右
半
分
）
の
み
。

ど
う
や
ら
左
側
も
建
て
替
え

る
計
画
が
あ
っ
た
よ
う
な
の
で
す

が
、
現
在
は
1
9
6
5
年
に
建
て

ら
れ
た
図
書
館
（
今
の
南
棟
）
と

1
9
9
5
年
に
建
て
ら
れ
た
図
書

館
が
渡
り
廊
下
で
つ
な
が
れ
て
い
る

状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
学
情
に
は

写
真
の
よ
う
な
完
成
模
型
も
保
存

さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
予
定
ど
お

り
に
は
い
か
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

医
学
部
図
書
館
の
変
遷

1
9
5
2
年
に
は
、
新
制
の
横

浜
市
立
大
学
医
学
部
が
発
足
、
南

区
浦
舟
に
横
浜
市
立
大
学
図
書

館
医
学
部
分
館
が
開
館
し
ま
し
た
。

1
9
5
9
年
に
は
、
医
学
部
図
書

館
閲
覧
室
や
事
務
室
が
新
築
さ
れ

ま
す
。

1
9
8
7
年
、
医
学
部
が
金
沢

区
福
浦
に
移
転
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
あ
わ
せ
て
、
医
学
部
分
館
も
福

浦
に
新
築
・
移
転
し
、「
医
学
情

報
セ
ン
タ
ー
」
と
改
称
し
て
開
館

し
ま
し
た
。
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
は

当
初
、
上
か
ら
見
た
と
き
に
カ
タ

カ
ナ
の
「
コ
」
の
形
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
1
9
9
4
年
に
増
築
さ
れ
、

今
の
「
ロ
」
の
形
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
医
学
部
移
転
後
も
同
じ

場
所
に
残
っ
た
附
属
病
院
に
は
、
浦

舟
分
室
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。（
の

ち
に
、
附
属
病
院
は
金
沢
区
福
浦

に
移
転
、
浦
舟
の
病
院
は
「
医
学

部
附
属
浦
舟
病
院
」（
の
ち
の
セ
ン

タ
ー
病
院
）
と
改
称
さ
れ
ま
す
。）

　

1995
年

1965
年

1959
年

1950
年

6

参
考
文
献

・
横
浜
市
立
大
学
60
年
史
編
集
委
員
会
編

『
横
浜
市
立
大
学
六
十
年
史
』
横
浜
市

立
大
学
創
立
60
周
年
記
念
事
業
実
行
委

員
会
、
1
9
9
1

年

・『
横
浜
市
立
大
学
図
書
館
案
内
』
横
浜

市
立
大
学
図
書
館
、
1
9
5
2
年

・『
横
浜
市
立
大
学　

図
書
館
・
学
生

ホ
ー
ル
』
横
浜
市
立
大
学
事
務
局
、

［
1
9
6
5
］

・『
学
生
便
覧
』
横
浜
市
立
大
学
事
務
局

総
務
部
学
生
課
［
編
］、
1
9
6
6
～

・
横
浜
市
立
大
学
医
学
部
創
立
50
周
年
記

念
誌
編
集
委
員
会
編
『
横
浜
市
立
大
学

医
学
部
創
立
50
周
年
記
念
誌
：
か
も
め

50
』
横
浜
市
立
大
学
医
学
部
創
立
50
周

年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
、
1
9
9
4

年

横
浜
市
立
大
学
の
図
書
館
は

「
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
名

称
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

昔
は
当
然
な
が
ら
「
図
書
館
」
と

名
乗
っ
て
い
ま
し
た
。
い
つ
、
そ
し

て
な
ぜ
「
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
」

と
い
う
名
称
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
？
歴
史
を
紐
解
い
て
い
き
ま
す
。

　
　
　

横
浜
市
立
大
学

　
　
　

図
書
館
の
船
出

横
浜
市
立
大
学
が
金
沢
区
六
浦

（
今
の
金
沢
区
瀬
戸
）
に
開
学
し

ま
し
た
。
図
書
館
は
、
当
初
は
1

号
館
と
呼
ば
れ
た
木
造
2
階
建
て

の
建
物
の
東
南
（
正
門
寄
り
）
の

2
部
屋
に
仮
住
ま
い
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
　
　

独
立
し
た
図
書
館
の

　
　
　

建
物
が
で
き
る

大
学
構
内
の
西
隅
（
2
0
2
4

年
現
在
サ
ー
ク
ル
棟
が
建
つ
位
置
）

に
、
旧
海
軍
航
空
技
術
支
厰
の
薬

品
庫
で
あ
っ
た
建
物
を
流
用
し
、
独

立
し
た
新
図
書
館
が
竣
工
し
ま
し

た
。
11
月
に
は
図
書
館
竣
工
の
祝

賀
行
事
と
し
て
、
幕
末
維
新
開
国

資
料
展
覧
会
を
開
催
し
、
本
館
所

蔵
資
料
の
ほ
か
、
早
稲
田
大
学
や

東
京
大
学
、
そ
の
他
の
援
助
を
得

て
多
数
貴
重
資
料
を
陳
列
し
ま
し

た
。し

か
し
、
採
光
も
通
風
も
図
書

館
と
し
て
は
十
分
な
も
の
で
は
な
く
、

当
時
の
学
生
か
ら
は
様
々
な
不
満

や
要
望
が
上
が
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
　
　

図
書
館
も
巻
き
込
ん
だ

　
　
　

東
洋
化
工
爆
発
事
故

1
9
5
9
年
11
月
20
日
午
前

10
時
34
分
、
横
浜
市
立
大
学
の
裏

手
に
あ
っ
た
東
洋
化
工
で
爆
発
事

故
が
起
こ
り
ま
し
た
。
金
沢
区
全

体
に
避
難
警
報
が
出
た
こ
の
大
規

模
な
事
故
で
、
大
学
の
中
で
も
一
番

奥
に
あ
っ
た
図
書
館
は
、
屋
根
が
吹

き
飛
ぶ
な
ど
の
大
き
な
被
害
を
受

け
ま
し
た
。
と
て
も
開
館
で
き
る
状

態
で
は
な
く
、
即
座
に
12
月
半
ば

ま
で
の
休
館
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　

図
書
館
再
建
、

　
　
　

そ
し
て
学
生
運
動

東
洋
化
工
爆
発
事
故
で
キ
ャン
パ

ス
全
体
に
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け

た
大
学
で
は
、
教
員
や
学
生
か
ら

大
学
全
体
の
施
設
の
建
替
に
関
す

る
強
い
要
望
が
上
が
り
ま
し
た
。
こ

れ
を
受
け
、
ま
ず
建
て
ら
れ
た
の
が

本
校
舎
で
す
。
そ
し
て
図
書
館
も
、

学
生
ホ
ー
ル
と
合
同
の
施
設
と
し

て
、
1
9
6
5
年
、
今
の
場
所
に

新
し
い
建
物
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

1
9
6
9
年
に
は
、
新
し
い
住

処
を
得
た
図
書
館
を
新
た
な
試

練
が
襲
い
ま
す
。
学
生
運
動
で
す
。

横
浜
市
立
大
学
の
学
生
運
動
は
、

他
大
学
と
比
較
し
て
短
期
間
に
集

中
し
て
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た

が
、
こ
の
間
多
く
の
建
物
が
過
激

派
の
学
生
に
包
囲
さ
れ
、
ガ
ラ
ス
を

割
ら
れ
た
り
室
内
を
荒
ら
さ
れ
る

な
ど
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

し
か
し
図
書
館
は
、
全
共
闘
学

生
と
の
折
衝
や
説
得
な
ど
を
行
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
攻
撃
対
象
に
は
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
む
し
ろ
、
全
共

闘
学
生
が
本
校
舎
を
バ
リ
ケ
ー
ド
封

鎖
し
て
い
る
間
も
、
図
書
館
は
閲
覧

を
は
じ
め
と
す
る
通
常
の
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
お
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
封
鎖

な
ど
に
よ
り
学
生
の
キ
ャ
ン
パ
ス
入

構
が
難
し
か
っ
た
時
期
で
さ
え
、
図

書
の
貸
出
を
希
望
す
る
学
生
の
求

め
に
応
じ
て
、
外
で
待
つ
学
生
に
ひ

っ
そ
り
本
を
届
け
る
出
前
の
よ
う
な

こ
と
ま
で
し
て
い
ま
し
た
。

図
書
館
か
ら
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
へ

↓ 1952年頃の瀬戸キャンパス　　
　（今の金沢八景キャンパス）　
　※手前が1号館

↓1983年頃の図書館

←1958年頃の
　図書館内部

←1987年の
　医学情報センター

爆発被害を受けた→
図書館内部

2000年の
医学情報センター→

↓学情に保存される完成模型

↓ 現在の学術情報センター　　
　※線より右が1995年築、
　　線より左が1965年築。

←1952年に　
　刊行された
　図書館案内

1949
年

→1995年築1965年築←

現在の図書館は、それぞれ「学術情報センター」（金沢八景キャンパス）、
「医学情報センター」（福浦キャンパス）と名乗っています。図書館で

はないと勘違いされやすいこの名前、どのような目的でつけられたので
しょうか？

「情報センター」の名称は、1980年代に起こった図書館の将来構想
に端を発します。公立大学という性質から、図書館が有する情報を広く
学内外に公開し、学術情報の利用者ニーズに応えることを目的に、施
設や資料整備、人材育成などさまざまな計画が立てられました。

1987年には医学部分館が移転を機に「医学情報センター」と改称。
金沢八景キャンパスの図書館は、1999年に「学術情報センター」と改
称しました。現在では、学術情報センター（金沢八景キャンパス）、医
学情報センターに加え、鶴見キャンパス、木原生物学研究所、センター
病院にそれぞれ図書室が設置され、横浜市立大学の図書館機能全体
に対しても「学術情報センター」という名称を用いています。また、金
沢八景キャンパスの情報教育実習室の運営も「学術情報センター」が
担っています。

「情報センター」…？



無給医問題は、無給医自身が

主体性をもって運動を進めるべき。

大学院生もその情勢

（研究時間が少ない）から、

ともに運動を進める以外に道がない。

（無給医の集いで確認）

→本学大学病院の
　重要問題であることが明らかに

「
働
き
方
改
革
」
―
今
で
は

す
っ
か
り
耳
馴
染
み
の
あ
る
言

葉
に
な
り
、
本
学
で
も
、
医
師

の
働
き
方
改
革
が
重
要
な
取

組
み
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
昭
和
40

年
代
ご
ろ
ま
で
は
、
医
師
国
家

試
験
に
合
格
し
て
も
、
し
ば
ら

く
は
『
無
給
医
』
と
し
て
診
療

に
携
わ
る
の
が
当
然
と
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

こ
の
“
当
然
”
が
1
9
6
4

年
６
月
２
日
の
「
全
国
医
学

部
無
給
医
局
員
対
策
委
員

会
」
の
結
成
を
皮
切
り
に
、
大

き
な
運
動
へ
と
発
展
し
て
い
き

ま
す
。

無
給
医
運
動
の
始
ま
り

1
9
6
5
年
９
月
15
日
、

本
学
医
学
部
で
は
全
国
委
員

会
へ
の
出
席
者
が
中
心
と
な

り
、「
無
給
医
の
集
い
」
懇
談

会
が
発
足
し
ま
し
た
。
同
年

10
月
の
調
査
の
結
果
、
大
学

病
院
の
医
療
水
準
を
支
え
て

い
る
の
が
多
数
の
無
給
医
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
と
、

1
9
6
6
年
１
月
26
日
、
総

医
局
会
で
「
副
手
・
大
学
院

生
の
会
」
が
発
足
し
、
横
浜
市

に
対
し
て
66
名
の
診
療
助
手

の
設
置
要
求
を
行
い
ま
し
た
。

 

無
給
医
の
実
態
を

 

訴
え
る
運
動

1
9
6
6
年
６
月
24
日
は

「
無
給
医
の
実
態
を
訴
え
る
全

国
統
一
行
動
日
」と
さ
れ
、
本

学
で
は
ポ
ス
タ
ー
貼
付
や
ビ
ラ

配
り
、
討
論
集
会
や
市
内
デ
モ

を
行
い
ま
し
た
。
病
院
従
業

員
組
合
、
学
生
、
青
年
医
師

連
合
と
の
共
闘
が
成
立
し
た
こ

と
や
、
来
院
患
者
か
ら
絶
対

的
な
支
持
を
獲
得
す
る
な
ど
、

大
き
な
成
果
が
得
ら
れ
た
一
方

で
、
後
に
事
務
当
局
か
ら
は
、

無
給
医
問
題
は
直
接
市
に
は

関
係
な
い
と
い
う
見
解
が
出
さ

れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

ふ
た
た
び
無
給
医
の

実
態
を
訴
え
る
運
動

1
9
6
6
年
11
月
29
日

か
ら
12
月
1

日
の
３
日
間

が
「
ふ
た
た
び
無
給
医
の
実

態
を
訴
え
る
全
国
統
一
行
動

日
」
と
さ
れ
ま
し
た
。
本
学
で

は
多
く
の
団
体
や
職
員
が
支

援
の
姿
勢
を
見
せ
た
ほ
か
、
医

学
部
教
授
会
も
声
明
を
発
表

し
、
つ
い
に
市
当
局
か
ら
、
次

年
度
予
算
に
で
き
る
だ
け
の
こ

と
を
す
る
と
い
う
回
答
を
得
ま

し
た
。

無
給
医
を
な
く
し
登
録
医

法
案
を
粉
砕
す
る
運
動

二
度
の
全
国
統
一
行
動
日

を
経
て
も
な
お
、
診
療
助
手

設
置
の
要
望
に
対
し
て
充
分

な
回
答
を
得
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
三
度
目

と
な
る
1
9
6
7
年
12
月
の

「
無
給
医
を
な
く
し
登
録
医
法

案
を
粉
砕
す
る
全
国
統
一
行

動
日
」、
つ
い
に
本
学
で
は
、
一

週
間
の
無
給
医
の
診
療
拒
否

を
伴
う
運
動
へ
と
発
展
し
た
の

で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
無
給
医
問

題
へ
の
関
心
そ
の
も
の
が
全
国

的
に
低
下
し
て
し
ま
っ
た
の
か

参
加
大
学
は
少
な
く
、
次
第

に
無
給
医
運
動
は
、
イ
ン
タ
ー

ン
制
度
廃
止
運
動
へ
と
バ
ト
ン

タッ
チ
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し

て
1
9
6
8
年
5
月
10
日
の

医
師
法
一
部
改
正
に
よ
り
、
イ

ン
タ
ー
ン
制
度
に
変
わ
る
臨
床

研
修
制
度
の
発
足
に
至
り
ま

し
た
。

医
学
部
の
民
主
化：無
給
医
を
め
ぐ
る
闘
い
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100 周年記念事業へのご協力のお願い
横浜市立大学は 2028 年に創立 100 周年を迎えます。 
未来に向かって本学が発展し続けるため、4 つの記念事業プロジェクトを推進しています。 
ぜひ、本学の取組にご賛同いただきご支援とご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。

問い合わせ先　　横浜市立大学卒業生・基金担当：045-787-2447
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